




＜位置図＞（省令７条１項１号） 

・縮尺：10,000分の1以上

・方位、道路及び目標となる地物
を明示

（参考）解説図書 P90～P92 

工事名 ○○○造成工

図面名称 位置図

図面番号 1 縮尺 1:10000

設計者 ○○○○ 印

申請者 ○○○○

図面-1

図面１


タイプライターテキスト
（位置図）



＜地形図＞（省令７条１項１号）

・縮尺：2,500分の1以上

・方位及び土地の境界線を明示

・等高線は２メートルの標高差を
示すものとすること

（参考）解説図書 P90～P92
地形図

|||

|||

|||

図面-2

図面２


タイプライターテキスト
（地形図）
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＜土地の平面図＞（省令７条１項１号）
・縮尺：2,500分の１以上

・方位及び土地の境界線並びに盛土又は切土をする土地の部分、崖、
擁壁、崖面崩壊防止施設、排水施設及び地滑り抑止ぐい又はグラウ
ンドアンカーその他の土留の位置を明示

・断面図と照合できる記号を記載すること

・植栽、芝張り等の措置を行う必要がない場合はその旨を記載する
こと

・擁壁、崖面崩壊防止施設及び排水施設は申請書と照合できる番号
を記載すること

（参考）解説図書 P90～P92 

土地の平面図

図面-3

☞チェックポイント　8-1-1：崖面が擁壁で覆われていることを確認

規定事項

図面３


タイプライターテキスト
（土地の平面図）
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＜土地の断面図＞（省令７条１項１号）
・縮尺：2,500分の１以上
・盛土又は切土をする前後の地盤面
を明示

・高低差の著しい箇所について作成
すること

 (参考）解説図書 P90～P91 

土地の断面図

図面-4

☞チェックポイント　8-1-1：崖面が擁壁で覆われていることを確認 8-1-2：擁壁構造確認（例.無筋コンクリート造）

fw34gKv8aE12
ノート注釈
fw34gKv8aE12 : Unmarked

☞チェックポイント　　　 　8-1-1 / 8-1-2

☞チェックポイント　8-1-1 / 8-1-2

☞チェックポイント　8-1-1 / 8-1-2

図面４


タイプライターテキスト
（土地の断面図）
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＜排水施設の平面図＞（省令７条１項１号）

・縮尺：500分の１以上

・排水施設の位置、種類、材料、形状、
内法寸法、勾配及び水の流れの方向
並びに吐口の位置及び放流先の名称
を明示

（参考）解説図書 P90～P91 

排水施設の平面図

図面-5

適合チェックリスト
☞チェックポイント　16-1：排水施設が設置されていることを確認　　　（地表水・地下水による崖崩れ・土砂流出のおそれ　　　　があるとき）

適合チェックリスト
☞チェックポイント　16-1-3：排水施設の勾配を確認

適合チェックリスト
☞チェックポイント　7-2-1：崖の反対方向に地表水が　　　流れる勾配になっているか　　　確認

☞チェックポイント　16-1-4：排水施設は、暗渠構造部分の以下の箇所にます・マンホールが設けられているか確認　・管渠の始まる場所　・排水流路の方向・勾配が著しく変化する場所　・管渠の内径・内法幅の120倍を超えない範囲内の長さごとの清掃上適切な箇所

適合チェックリスト
☞チェックポイント　16-1-4

図面５


タイプライターテキスト
（排水施設の平面図）
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図面-6

適合チェックリスト
☞チェックポイント　16-1-1：排水施設が、堅固で耐久性を有する　　　　 構造になっていることを確認

☞チェックポイント　16-1-6:ますの底に15cm以上の泥溜め　　　 が設けられているか確認

適合チェックリスト
☞チェックポイント　16-1-5：ます・マンホールに蓋が　　　　 設けられていることを確認

図面５（参考）
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図面-7

☞チェックポイント　16-1-2：排水施設が耐久性の材料で　　　　 漏水を最小限度とする措置         が講ぜられているか確認

図面５（参考）
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図面-8

☞チェックポイント　16-1-2：排水施設が耐久性の材料で　　　　 漏水を最小限度とする措置         が講ぜられているか確認

図面５（参考）



（ 仮 称 ） 〇 〇 〇 〇 〇 地 内 宅 地 造 成 工 事

　　雨 水 排 水 流 量 計 算 書

令和  年  月

申 請 者 〇〇〇〇

図面-9

図面５（参考）



§ 降雨強度の算出

式…１０年確立降雨強度値(mm/ h)= 4919/(t+33)以上

1, 流達時間(t) 

t=tl+t2 

t  :流達時間（分）
t1 :流入時間（分）
t2 :流下時間（分）

a)流入時間(t l ) 

市街地（市街化区域） 10分

b)流下時間(t 2) 

t2=L/(60×V) (分）

t2: 排水区内の最長延長の下水道管渠を雨水が当該地点まで流下してくる時間

L:  管渠最長延長(m) ∴L=Om 

V: 管渠内を流下してくる満管流速 (m/ sec) 

ここで、当計画地の条件をあてはめて計算すると

t2=0/(60×0.0) = 0…（ 流速は最大流速とする。）

よって、流達時間ｔ=10分とする

2, 降雨強度の算出

上式及び、結果より

I=4919/(10+33) = 114分

図面-10



雨水計画流出量の算定 

1) 流出量の算定式 

Q＝ × f× I×A  

Q:計画流出量( /sec) 

ｆ:流出係数 造成地   0.9 

水田山地  0.7 

I :降雨強度 120(㎜/sec)

A:集水面積(ha) 

2) 計画水路断面の算定式 

クッタ―の公式による

V＝           × √(R×I) 

＝
×

Q＝A×V 
Q:洪水のピーク流量( /sec) 

N:（23+ｎ+
.     ）×√I 

D:（23+ .     ）×ｎ

A:断面積（㎡） 

V:流速（ｍ/sec） 

ｎ:粗度係数 

  三面張りコンクリート ＝ 0.015 

  コンクリート二次製品 ＝ 0.013 

  硬質塩ビ管、FRP管  ＝ 0.010 

R:径 深（ｍ） 

I:動水勾配 

3) 設計流速及び割増率

① 設計流速 

雨水管渠 0.8 ｍ/sec ～ 3.0 ｍ/sec 

雨水開渠 0.8 ｍ/sec ～ 3.0 ｍ/sec 

② 割増率 

20％ 

23+ 1
ｎ+

0.00155

1+(23+0.00155)×ｎ

密集市街

山地，水田

図面-11



Ａ ｎ Ｉ(%) Ｒ Ｖ Ｑ3 ポイント

0.9 0.3 0.7 0.5 Ｂ Ｈ φ Ｂ Ｈ φ Ｐ

ha ha ha ha ha ㎜/h m3/sec m3/sec m m m ㎡ m/sec m3/sec

① 0.051 0.051 0.002 0.053 0.900 120.0 0.0159
× 1.20

  0.019

新設側溝

ＶＳ300
0.300 0.300 0.900 0.090 0.013 0.30 0.100 5.501 0.306 0.884 0.080 OK ①

② 0.051 0.051 0.002 0.053 0.900 120.0 0.0159
× 1.20

  0.019

新設排水管

Ｖｕφ200
0.200 0.200 0.635 0.070 0.010 1.00 0.051 12.316 0.232 1.372 0.096 OK ②

③ 0.023 0.023 0.076 0.700 120.0 0.0177
× 1.20

  0.021

300×300

町道側溝
0.300 0.300 0.900 0.090 0.013 3.00 0.100 17.316 0.300 2.812 0.253 OK ③

　計画雨水排水量の算定　

Ｑ1=１／３６０×ｆ×ｒ×Ａ 　排水能力計算式 Ｑ2 ： 計画割増流量（m3/sec）

Ｑ1:雨量流出量（m/s） Ｑ3=Ａ×Ｖ Ａ  :  排水断面積(m2)

 f:流出係数（水路の場合） 　流　　速　 Ｖ  :  排水断面積(m2)

　≪割増率≫ 開発地　　　・・・・　0.9　　  クッター公式より ｎ  :  粗度係数

管渠の内径又は内のり幅900以下…15％ 一般市街地　・・・・　0.7 0.013

管渠の内径又は内のり幅900以上…10％ 畑・原野　　・・・・　0.3 0.013

　≪余裕高≫ 　水田　　　・・・・　0.7        塩化ビニール管ＶＵ 0.010

開渠の湯合計画流出量を割増したものによって求めた 　山林　　　・・・・　0.5 Ｒ  :  径深(m)

水深に対して1/ 4,  暗渠（管を除く）の場合計画流出量 ｒ:降雨強度（120㎜/h） Ｐ  :  潤辺(m)

を割増したものによって求めた水深に対して1/9。 (放流先既設水路は5年確率とする) ｉ  :  水路勾配

（水路断面に対して…開渠0.2Ｈ, 暗渠 0.lＨ) Ａ:集水面積 (ha)

水　路　構　造

種 類

       現場内コンクリート

雨　水　排　水　流　量　計　算　書

       ｺﾝｸﾘｰﾄ2次製品

雨　水

流出量

Ｑ1×

安全率

集水区の利用面積

雨　水　流　出　量

集

水

面

積

流

域

番

号

Ａ ｆ ｒ Ｑ1 Ｑ2

累 加

面 積

流 出

係 数

雨 量

強 度

チ

ェ

ッ

ク

ポ

イ

ン

ト

チ

ェ

ッ

ク高さ幅 径 Ｄ

平 均

流 速

流 下

能 力

流 量

通水断面

幅 径 潤辺

流 水

断 面

積

粗 度

係 数

水路

勾

配

水路断面

排水施設流量計算

開発

地 道

路

畑・原

野

水田

一般市

街地

山林

径深

Ｎ

高さ

0.8Ｈ

又は

0.9Ｈ

V＝
23+１

ｎ
+0.00155

I

１+［23+0.00155
I ×ｎR

× R × I＝ N×R
R+D

N：［23+１
ｎ
+0.00155

I ］× I D：［23+0.00155
I ］×ｎ 

図面-12

☞チェックポイント　16-1-3:排水施設は、その管渠の勾配及び断面積が、排除すべき地表水・地下水を支障　　　　なく流下させることができるものとなっているか



図面６・７ 

＜崖の断面図＞（省令７条１項１号）
・縮尺：50分の１以上

・崖の高さ、勾配及び土質（土質の種類が２以上であるときは、それぞれの
土質及びその地層の厚さ）、盛土又は切土をする前の地盤面並びに崖面の
保護の方法を明示

・擁壁で覆われる崖面については、土質に関する事項は示すことを要しない

＜擁壁の断面図＞（省令７条１項１号）
・縮尺：50分の１以上

・擁壁の寸法及び勾配、擁壁の材料の種類及び寸法、裏込めコンクリートの
寸法、透水層の位置及び寸法、擁壁を設置する前後の地盤面、基礎地盤の
土質並びに基礎ぐいの位置、材料及び寸法を明示

（参考）解説図書 P90～P91

図面-13

☞チェックポイント　12：水抜穴は擁壁の面積3㎡以内ごとに少なくとも１個　　 （内径7.5cm以上）あるか、耐久性の材料を用いて　　 いるかを確認　　 （※擁壁の背面図がある場合は背面図でも確認）

☞チェックポイント　12：擁壁裏面の水抜穴の周辺等に砂利等の資材を用いて　　 透水層を設けているか     (※擁壁の背面図がある場合は背面図でも確認)


タイプライターテキスト
（崖の断面図・擁壁の断面図）
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